
ＪＲ参宮線宮川橋梁

速 報

平成２３年９月７日

4日 12時頃撮影

国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

平成２３年８月３０日～９月５日

台風１２号による宮川の出水状況

注）この資料は速報として取り急ぎまとめたもので

後日一部訂正や追加をすることがあります。

本事業により実施した堤防整備、河道掘削等により、背後地の浸水被害が大幅に減少すると

ともに、事業区間において最大で90cmの水位低下が図られたものと考えられる。

事業区間における水位低下イメージ

床上事業を実施しなかった場合の想定水位

今回の出水時の水位（計算値）

計画高水位

最大約90cmの
水位低下

河道掘削

堤防整備

堤防整備箇所の出水時の状況
（宮川右岸：伊勢市辻久留地区）

出水に対する対応

三重県、南牟婁郡紀宝町、伊勢市からの要請により、中部地方整備局の統一的な指揮命令

系統のもとで、浸水箇所に、排水ポンプ車7台を派遣し、総稼働時間約68時間、総排水量約

122,000m3の排水作業を行った。

辻久留4号排水樋管付近
（排水ポンプ稼働により家屋浸水を防ぐ）

南牟婁郡
御浜町

及び紀宝町

伊勢市
小俣町

汁谷川水門

伊勢市
辻久留

清水排水樋門

伊勢市
円座町

横輪川付近

（2台） （1台） （2台）（1台）（1台）

災害対策車両（排水ポンプ車）の派遣状況

伊勢市
辻久留

辻久留4号排水樋管

①木曽川下流
河川事務所
（4台）

②庄内川
河川事務所
（1台）

③天竜川上流
河川事務所
（1台）

④豊橋
河川事務所
（1台）

紀宝町成川地区
（新宮川の氾濫水を排水）

三重河川国道事務所
（待機） （待機）

⑤三重河川国道事務所（2台）
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水
位

(m
)

水位（H23.9出水）

水位（H16.9洪水）

はん濫注意水位：5.00m

はん濫危険水位：7.00m

計画高水位　　 ：9.61m
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台風の概要

8月25日にマリアナ諸島付近で発生した台風12号は、30日に小笠原近海で「大型で強い」台風となり、その後、日本

の南海上をゆっくりとした速度で進み、9月3日に高知県に上陸し、四国、中国地方を北上し、4日には日本海に抜け、5

日に温帯低気圧となった。

台風12号は、紀伊半島を中心に広い範囲で長期間にわたり大雨をもたらしたことから、宮川雨量観測所（国土交通

省所管）における累計雨量は、戦後最大洪水である平成16年9月に発生した台風21号による洪水を上回っている。

また岩出水位観測所のピーク水位は計画高水位を約50cm上回り、また平成16年洪水での水位とほぼ同じであった。

今回の出水は、甚大な被害が発生した平成16年洪水と同規模程度の出水

であると考えられるが、平成16年洪水時と比べ、浸水被害が大幅に減少して

いる。

これは平成16年洪水を受け、平成18年度より実施中の「宮川床上対策特

別緊急事業」での堤防整備、河道掘削により発生した効果であると考えられ

る。

堤防・護岸整備（完了）
堤防・護岸整備（未着手・施工中）
樋門・樋管整備（完了）
河道掘削・樹木伐採（完了）
河道掘削・樹木伐採（未着手・施工中）

事業内容

堤防整備
(築堤・護岸)

Ｌ=約 3,500m

河道掘削 1式

樋門・樋管 9箇所

全体事業費 114億円

事業期間
平成18年度
～平成23年度

事業内容

堤防整備
(築堤・護岸)

Ｌ=約 3,500m

河道掘削 1式

樋門・樋管 9箇所

全体事業費 114億円

事業期間
平成18年度
～平成23年度台風経路図（9月5日15時現在）

（提供：気象庁)

平成16年洪水を踏まえた事業の効果

雨量・水位（平成16年9月洪水との比較）

気象衛星（9月4日6時）
（出典：気象庁HP)

レーダー雨量（9月4日7時）

119mm（H16.9洪水）

47mm（H23.9出水）

累計883mm（H23.9出水）

累計753mm（H16.9洪水）

10.16m（H16.9洪水）10.08m（H23.9出水）

9月2日 9月3日 9月4日 9月5日

浸水範囲の比較

宮川雨量観測所（国土交通省所管）

岩出水位観測所（宮川左岸11.6k：度会郡玉城町）

宮川床上緊急対策特別緊急事業

H23.9出水

浸水区域 （外水：約0.5ha）※

浸水区域 （内水：約8.4ha）※

H16.9洪水

浸水区域 （約37.1ha）

床上浸水 （114戸）

床下浸水 （45戸）

※ 9月4日15:30～18:00に三重河川国道事務所が行った河川巡視
による目視の確認範囲であり、今後変更となる可能性がある

24日9時
1004hPa

25日9時
998hPa

26日9時
985hPa

27日9時
980hPa

28日9時
980hPa

29日9時
975hPa

30日9時
965hPa

31日9時
965hPa

1日9時
965hPa

2日9時
965hPa

3日9時
980hPa

4日9時
994hPa

5日9時
994hPa

 台　風　経　路　図

8月25日9時
台風第12号発生

9月3日10時前
高知県東部に上陸

9月3日18時頃
岡山県南部に再上陸

9月5日15時
温帯低気圧へ


